
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊かな森づくり………………２～３ 

森に学ぼう！森と遊ぼう！…４～５ 

森の学舎………………………６～７ 

２２年度活動予定……………８ 

NPO 法人子どもの森は、平成１５年に設立。子どもたちに良質の森（環境）を残すために、地域しいては地球規模で自然環境が悪化している現在に

おいて、自分たちでできる環境を保全することの大切さを理解し、興味を持ってもらうための環境啓発の活動を実践しています。 

自
然
の
回
復
を
願
っ
て 

 

ず
っ
と
ず
っ
と
昔
か
ら
の
ご
先
祖
様
た
ち
の
お
か

げ
で
、
現
在
私
た
ち
は
本
当
に
便
利
な
物
に
囲
ま
れ
、

豊
か
な
暮
ら
し
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に

新
し
い
便
利
な
物
が
開
発
さ
れ
、
感
心
す
る
ば
か
り
で

す
。 

 

た
だ
、
そ
の
裏
側
に
は
、
便
利
な
人
間
社
会
の
犠
牲

と
な
っ
た
自
然
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
熱
帯
地
方
の
ス

コ
ー
ル
の
よ
う
な
大
雨
、
街
に
下
り
て
く
る
動
物
た

ち
、
動
植
物
の
絶
滅
、
地
球
温
暖
化
、
酸
性
雨
、
食
糧

•

水
不
足
‥
‥
。
最
近
の
自
然
環
境
の
異
変
は
、
も
う

誰
で
も
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
子
孫
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
永
遠
に
こ

の
地
球
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
刻
も

早
く
自
然
破
壊
を
く
い
止
め
、
自
然
環
境
を
回
復
さ
せ

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
‥
‥
そ
れ
は
無
駄
を
な
く
す
こ
と
、
そ

し
て
壊
さ
れ
た
緑
を
も
と
に
戻
し
て
い
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
緑
が
増
え
る
、
そ
れ
だ
け
で
い
ろ
ん
な
面

で
の
好
循
環
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
緑
を
増
や
す
シ
ス
テ
ム
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
金
銭
的
な

余
裕
も
な
い
今
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
と
て

も
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
一
員
と
し
て
、
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

子
ど
も
の
森
理
事 

斉
藤
恵
理
香 

第７号 
 

2010 年 5 月発行 

 



                              

           

門
川
高
校
生
と
の
協
働
で
進
め
て
い
る
Ｇ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
も
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
先
生

30
名
と
株
式
会
社
西
の
丸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
７
名
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
名
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
下
刈
り
作
業
を
行
い

ま
し
た
。 

 

朝
、
８
時
50
分
に
集
合
し
、
高
校
生
と
一

緒
に
、
本
部
設
営
・
簡
易
ト
イ
レ
設
置
・
道
具

を
準
備
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
あ
い
さ

つ
、
作
業
で
の
注
意
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
）
を

済
ま
せ
て
、
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。 

小
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
と
、
若
干
天
候

に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が

一
緒
に
な
っ
て
、
約
１
時
間
で
下
草
刈
が
終
り

ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
高
校
生
は
苗
木

の
調
査
、
他
の
参
加
者
は
、
刈
残
し
や
櫨
の
木

の
刈
払
い
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

活
動
終
了
後
、
森
の
学
舎
に
移
動
し
て
、
そ

う
め
ん
流
し
で
の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。
森
の

学
舎
で
は
、
道
具
の
手
入
れ
・
そ
う
め
ん
流
し

台
と
竹
お
わ
ん
作
り
・
そ
う
め
ん
準
備
を
分
担

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
お
待
ち
か
ね
（
だ

っ
た
と
思
う
）
の
そ
う
め
ん
流
し
で
昼
食
を
と

り
ま
し
た
。 

 
  

杉
と
広
葉
樹
の
針
広
混
交
林
の

「
こ
ど
も
の
森
一
号
地
」
は
、
植

樹
を
し
て
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
森
は
、
植
樹
し
た
苗
木
４
０

０
本
が
一
本
も
枯
れ
る
こ
と
な
く
、

１
０
０
％
の
活
着
と
な
っ
て
い
ま

す
。 生

長
も
よ
く
、
植
樹
時
の
苗
木

の
樹
高
は
、
１
ｍ
で
し
た
が
、
２

０
０
９
年
で
、
３
ｍ
と
な
り
、
２

０
１
０
年
４
月
に
は
、
４
ｍ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
落
葉
し

た
状
態
で
写
真
で
は
確
認
し
難
い

た
め
、
掲
載
で
き
な
い
の
が
残
念

で
す
。 

               
  

 

環
境
問
題
へ
の
取
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
森

づ
く
り
活
動
に
継
続
し
て
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
、
森
づ
く
り
活
動
を
自
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
リ
ー
ダ
ー
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
人
材
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
）

は
、
昨
年
の
継
続
事
業
と
し
て
宮
崎
県
社
会
福
祉

協
議
会
及
び
宮
崎
県
生
活
・
協
働
・
男
女
参
画
課

と
お
互
い
の
立
場
や
特
性
を
認
識
・
尊
重
し
な
が

ら
、
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

   

 

Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ

五

感

の
森 

下
刈
り
作
業 

2009 年 6 月 20 日 

 

こ
ど
も
の
森
一
号
地 

2006 年 3 月 26 日植樹 

こども森一号地、GOCAN の森、竹林の整備は、森林環境税「森林づくり活動」より一部助成を受けて活動をしています。

森づくりボランティア養成セミナー 

～
受
講
者
の
感
想
・
意
見
～

宮
崎
県
の
自
然
が
と
て
も
好
き
な
の
で
、
死
ぬ
ま
で

こ
こ
で
暮
ら
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
こ
の
自
然
を
守
る
事
に
自
分
の
力
が
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
楽
し
い
人
生
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 

無
理
の
な
い
範
囲
で
下
草
刈
り
作
業
他
に
参
加
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
受
け
入
れ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
準
備
な
ど

大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

通
し
て
森
づ
く
り
に
少
し
で
も
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

山
の
問
題
で
あ
る
間
伐
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
協
力

す
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。 

森
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
の
素
人
で
、
ま
だ
ま
だ
何
も
わ

か
ら
な
い
状
態
で
す
が
、
時
間
の
許
す
限
り
積
極
的
に

参
加
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  
髙木正博先生の講義 チェーンソーの使い方 伐採中は安全地帯に退避 実際に杉を伐採しました 

◇2010 年２月７日（初日） 

10:00 開講式 事務局 

10:10 森と環境の関係・里山概論 宮崎大学農学部准教授 髙木正博氏 

13:00 安全管理 
林業木材製造業労働災害防止協会 
川戸 緑 氏 14:00 

チェーンソー、刈払機等の
山林作業機材の使用方法 

16:00 終了  

◇2010 年 2月 21 日（2日目） 

10:00 
県内の森づくりボラ
ンティア活動の実態 

子どもの森理事長 

12:30 森づくり作業（間伐） 地元林業者 松本哲也氏、他 

15:10 閉講式  

2008 年

9 月 



  
森の学舎裏山「竹林の整備」   竹伐採前                ２０１０年 3月 21 日植樹 

                             

 
自 然 農 法 の 黒 木 さ ん が 伐 採 を 担 当 

10/31・12/13 
山斜面から一本ずつ竹を引っ張り、滑
り降ろしました。 11/8・15･19・12/20・3/13

急な山斜面での植樹 （スダジイ・コナ
ラ ヤマザクラ・クヌギ）2010 年 3 月 21 日

 
植樹する場所には、タケノコがでてい
て、植樹しながらタケノコ掘りも… 

植樹後は、お楽しみ「春を楽しもう」
野草、山菜を畦道等で収穫しました。

山菜料理のバイキング （たらの芽・ヨモギ・ノビル フキ
の葉・土筆・わらび・カラスノエンドウ・レンゲ・ウバユリ・たけのこ） 

◆
妖
精
の
森
（
竹
林
の
整
備
） 

森
の
学
舎
の
裏
山
の
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い

竹
林
の
一
部
を
、
子
ど
も
が
入
り
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
広
葉
樹
の
林
に
再
生
し
、
人
や
動
植
物
に
や

さ
し
い
自
然
環
境
、
生
物
多
様
性
と
水
源
か
ん
養

や
災
害
の
防
止
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

伐
採
し
た
竹
は
、
チ
ッ
プ
化
し
て
肥
料
、
竹
炭
、

小
屋
の
壁
な
ど
使
用
し
て
い
き
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。 

◆
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
五
感
）
の
森 

台
風
で
植
林
さ
れ
て
い
た
杉
が
流
さ
れ
た
門
川

高
等
学
校
演
習
林
の
自
然
環
境
の
復
元
を
図
り
、

水
源
の
涵
養
や
災
害
防
止
な
ど
森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
の
再
生
さ
せ
る
た
め
、
門
川
高
等
学
校
生

徒
と
一
緒
に
、
五
感
で
森
林
自
然
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
整
備
を
し
て
い
ま
す
。 

◆
こ
ど
も
の
森
一
号
地 

地
球
温
暖
化
防
止
と
荒
れ
た
森
林
の
保
全
を
目

的
と
し
て
、
杉
が
間
伐
さ
れ
て
い
る
杉
林
に
、
広

葉
樹
を
植
樹
。
植
樹
地
は
、
杉
と
広
葉
樹
の
針
広

混
交
林
と
し
て
い
ま
す
。 

  「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
」
が
２
０
１
０
年
10
月
、
愛
知
・
名

古
屋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｅ

ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｅ

ｓ
）
」
と
は
、
国
際
条
約
を
結
ん
だ
国
が
集
ま
る
会

議
（
締
約
国
会
議
）
の
こ
と
で
す
。
多
様
な
生
き

物
や
生
息
環
境
を
守
り
、
そ
の
恵
み
を
将
来
に
わ

た
っ
て
利
用
す
る
た
め
に
結
ば
れ
た
生
物
多
様
性

条
約
の
こ
と
で
す
。「
生
物
多
様
性
」
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
生
物
種
の
多
さ
と
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
生
態
系
の
豊
か
さ
や
バ
ラ
ン
ス
が
保

た
れ
て
い
る
状
態
を
言
い
、
さ
ら
に
、
生
物
が
過

去
か
ら
未
来
へ
と
伝
え
る
遺
伝
子
の
多
様
さ
ま
で

を
含
め
た
幅
広
い
概
念
で
す
。 

子
ど
も
の
森
が
取
組
む
森
づ
く
り 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
（
10
回
目
の
締
約
国
会
議
） 



 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
森の学舎を活用して、いろんな団体さんに環境学習、自然体験を

していただいています。企画も相談に応じています。 

2009 年４月～2010 年３月 

 

10月 11日 

 

3月7日 

12 月 26 日

12 月 6日

８月８日 

８月８日 

 

4月 25日

平成２１年度総会終了後に、野花の観察
会と食べられる野草探しを行いました。
環境アドバイザーの古田栄子さんを招い
て、森の学舎周辺を散策しながら黄色い
花を中心に草花の名前の覚え方と特徴を
調べて行きました。また、野草は必要な
分だけを収穫して、調理して美味しく春
の味覚を楽しみました。 

7 月 
11 月
3 月 

 

環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
記
事

等
で
広
く
参
加
者
を
募
集
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
良
質

な
自
然
環
境
を
残
す
た
め
に
は
、

体
験
型
の
環
境
教
育
は
、
重
要
な

か
ぎ
と
な
る
は
ず
で
す
。 

森
の
中
等
で
の
体
験
活
動
に
こ

だ
わ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
遊
び
な

が
ら
、
結
果
よ
り
プ
ロ
セ
ス
を
重

視
し
て
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
う
工
夫
を
し
た
催
し
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の

森
の
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。 

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
、 

○
自
然
や
環
境
へ
の
理
解
が
深
ま

り
ま
す
。 

○
五
感
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

体
験
が
得
ら
れ
ま
す
。 

○
自
然
の
美
し
さ
や
面
白
さ
を
発

見
で
き
ま
す
。 

○
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
生
命
を

大
切
に
す
る
心
が
育
ち
ま
す
。 

○
感
受
性
が
高
ま
り
ま
す
。 

 
    熊本県水俣市／村丸ごと生活博物館          日向市／自然農法        
            平成 21 年 5 月１日～2 日                     11 月 5 日 

  
棚田がすばらしい大川地区           古代米      黒木巌さんを囲んで 

会 

員 

研 

修 

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
は
、
１
９

７
９
年
、
米
国
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
、
ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ー
ネ
ル
氏
に
よ

り
発
表
さ
れ
た
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。 

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

自
然
の
不
思
議
や
仕
組
み
を
学
び
、

自
然
と
自
分
が
一
体
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

自
然
に
関
す
る
特
別
な
知
識
が

な
く
て
も
、
豊
か
な
自
然
の
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
を
楽
し
め
ま
す
。
現

在
１
０
０
種
類
余
り
あ
り
、
自
然
に

関
す
る
知
識
の
有
無
や
、
年
齢
に
関

係
な
く
楽
し
め
ま
す
。 



 
 
 

会 

員 

研 

修 

 
 
 
 
 
 
 
 
さすがに、素人ではかまどを作

るのは難しいので、友人のお父

さんで元職人さんにお願いし

製作していただきました。 
 レンガをカナヅチひとつで

割って狂いなく並べていまし

た。すごい、まさに職人芸です。 
予定通り３日間で完成しまし

た。炭でコーティングがされシ

ックな雰囲気の二連式かまど

です。 
2009 年 12 月 10 完成 

森も
り

のの

学

舎

ま
な
び
や

使

用

 

森
の
学
舎
で
は
、
環
境
関
係
の
本

を
設
置
し
た
森
の
図
書
館
や
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
五
右
衛
門

風
呂
を
体
験
で
き
ま
す
。
五
右
衛
門

風
呂
は
、
自
分
で
薪
を
切
り
・
割
り
、

火
熾
を
し
ま
す
。
ま
た
、
釜
戸
で
の

炊
飯
体
験
な
ど
の
多
く
の
原
体
験

が
で
き
ま
す
。 

自
然
の
中
の
豊
か
で
ス
ロ
ー
な

時
間
が
、
自
然
の
摂
理
を
肌
で
感
じ

心
癒
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

促
し
ま
す
。 

◆
広
場
（
グ
ラ
ン
ド
） 

の
み
使
用
…
無
料 

※
ト
イ
レ
使
用
に
つ
い
て
は
寄
付

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

◆
１
日
開
放
：
１
０
０
０
円
（
団
体
）

◆
宿
泊
開
放
：
５
０
０
０
円
（
団
体
）

※
森
の
学
舎
の
宿
泊
開
放
の
使
用

料
に
は
、
五
右
衛
門
風
呂
の
体
験

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

※
環
境
学
習
を
取
り
入
れ
た
活
動

な
ど
の
企
画
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○森の学舎の開放○ネイチャークラフト体験 
○カーボンオフセットグッズ販売について 

活動の合間を利用して、教室棟

グランド側に、薪ストーブを設

置しました。森づくりボランテ

ィア養成セミナーには、薪スト

ーブで暖をとりたかったので

すが、煙突の買い入れが間に合

わず、設置する時間もとれず、

しかも設置した煙突を何度か

やり直し、やっとのことストー

ブの慣らし焚きまでこぎつけ

ました。 
2010 年 2 月 14 日完成 

 
 
 
 
 
 
 
 
小屋製作は 2009 年 9 月から始

め 11 月に仮完成しました。そ

の小屋への五右衛門風呂の設

置をしました。五右衛門風呂の

製作経験者がいるわけもなく、

悪戦苦闘し、理事長が子どもの

頃を思い出しながら五右衛門

風呂の完成をイメージし、手探

り状態で製作を進めて行きま

した。壁は、森づくりで伐採し

た竹を活用しました。 

2009 年 12 月 19 日完成 

 

    

 

    

 

 

ネイチャークラフト 
好きな材料を選んでボンドを使
って組み立てていきます。世界に
一つだけのネイチャーオブジェ
が作れます。 
30 分から１時間で完成します。
どんなオブジェになるかは、あな
たの工夫次第。 １作品 300 円 

釜 
 

戸 

薪
ス
ト
ー
ブ 

五
右
衛
門
風
呂 

ネイチャークラフト 
桜等の枝パーツを組み立てて
いきます。 １パーツ 400 円 

カーボンオフセットグッズ 
どんぐりペンダント 400 円 
どんぐりストラップ 300 円 
流木色鉛筆 12 色 1,500 円 

カーボンオフセットとは、省エネなどの努力をしても、どうしても排出してしまう温暖化ガスを自分ではない別の場所・別の人が行
なう「温室効果ガス削減事業」の効果を得ることで差し引きゼロにするという考えです。カーボンオフセット商品を購入することで、
子どもの森での「森づくり」活動に活かされ、CO2 の削減活動につながっていきます。 



 
 
 

 

１

６

５

４

２

３

  森の環境図書館   五右衛門風呂釜づくり 
  
  小屋の柱用穴掘り   五右衛門風呂小屋 
  
  小屋の屋根板張り   釜戸づくり仕上げ作業 
 

１ ４ 

２ 

３ ６ 

５ 

な
か
ま
（
会
員
）
募
集
中 

な
か
ま
が
増
え
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の

充
実
し
た
活
動
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た

の
持
っ
て
い
る
能
力
を
、
子
ど
も
の
森

の
活
動
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

旧
西
門
川
小
学
校
松
瀬
分
校
（
教
室
棟
と
管
理

棟
の
２
棟
）
が
、
森
の
学
舎
（
ま
な
び
や
）
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現

状
態
で
の
譲
与
で
あ
っ
た
た
め
修
繕
を
施
さ
な

い
と
建
物
と
し
て
使
え
な
い
状
態
で
し
た
。 

１
年
目
は
、
２
棟
の
天
井
を
含
め
室
内
掃
除
に

４
ヶ
月
か
か
り
、
会
員
と
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

っ
て
、
教
室
棟
外
壁
板
の
水
洗
い
と
防
腐
剤
塗

装
、
窓
枠
の
ペ
ン
キ
塗
装
、
管
理
棟
の
ト
タ
ン
屋

根
ペ
ン
キ
塗
装
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
教
室
棟
の

玄
関
戸
の
設
置
と
グ
ラ
ン
ド
側
ア
ル
ミ
窓
を
木

枠
窓
へ
の
交
換
や
、
欠
落
し
て
い
た
外
壁
モ
ル
タ

ル
補
修
、
雨
漏
り
も
修
繕
し
ま
し
た
。
１
年
目
の

補
修
繕
に
よ
り
、
活
動
拠
点
と
し
て
の
整
備
が
で

き
、
ま
た
、
環
境
関
係
や
図
鑑
な
ど
を
揃
え
て
環

境
文
庫
を
開
設
し
、
常
時
利
用
で
き
る
施
設
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

２
年
目
は
、
グ
ラ
ン
ド
に
五
右
衛
門
風
呂
小

屋
・
二
連
式
釜
戸
小
屋
づ
く
り
と
薪
ス
ト
ー
ブ
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
。
水
漏
れ
が
発
見
さ
れ
た
浄

化
槽
の
修
繕
も
行
な
い
ま
し
た
。
電
気
や
水
も
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
宿
泊
に
よ
る
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
学
習
な

ど
を
取
り
入
れ
た
他
団
体
に
よ
る
森
の
学
舎
の

使
用
も
あ
り
ま
し
た
。 

21
年
度
か
ら
始
め
た
裏
山
の
放
置
竹
林
の
整

備
は
、
森
の
学
舎
と
そ
の
周
辺
の
景
観
づ
く
り
に

も
結
が
り
ま
す
。 

３
年
目
以
降
の
森
の
学
舎
で
は
、
今
ま
で
実
施

し
た
体
験
型
環
境
学
習
と
森
づ
く
り
活
動
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
内
容
を
改
善
し
、
森
の
学
舎
と
地

域
で
構
成
さ
れ
る
人
と
自
然
環
境
の
関
わ
り
で
あ

る
原
風
景
を
使
っ
て
人
の
内
な
る
自
然
を
誘
発
す

る
原
体
験
を
意
識
し
て
、
森
と
川
と
農
を
テ
ー
マ

に
し
た
体
験
型
環
境
学
習
と
環
境
問
題
に
取
り
組

む
活
動
を
進
め
て
行
き
、
環
境
文
庫
の
充
実
と
他

団
体
の
利
用
の
促
進
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
学
校
は
、
世
代

を
越
え
た
地
域
の
結
節
点
で
あ
り
、
人
々
の
思
い

出
の
詰
ま
っ
た
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
場
所
で
あ
る
た

め
、
環
境
保
全
や
環
境
体
験
学
習
、
森
づ
く
り
等

の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
活
動
の
拠
点
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
中
山
間
地
域
と
都
市
部
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
役
割
も
持
た
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
行
政
や
他
団
体
、

地
域
と
の
協
働
も
視
野
に
入
れ
て
、
森
の
学
舎
の

充
実
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
*
*
** 

平
成
21
年
度
助
成 

*
**
*
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セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金 
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，
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連
合
愛
の
カ
ン
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２
５
０
，
０
０
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
人
材
育
成
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

３
０
０
，
０
０
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宮
崎
森
林
環
境
税 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

２
９
１
，
０
０
０ 

宮
崎
森
林
環
境
税
「
高
校
生
と
の
森
林
づ
く
り
」 

 
 

４
６
，
５
２
０ 

門
川
ま
ち
づ
く
り
プ
レ
ー
ヤ
ー
支
援  

 

１
７
３
，
０
０
０ 

2010 年 度 活 動 予 定  

月 予定日 活 動 名 場   所

4 25 日 第９回通常総会 森の学舎 

5 GW 
２号五右衛門風呂製作 森の学舎 

竹林整備 妖精の森 

6

5・6 日 みやざき森づくりボランティア協議会総会 宮崎市高岡町 

19 日 下草刈り GOCAN の森 

20 日 下草刈り 森の学舎と周辺

7
4 日 竹林の整備 妖精の森 

中旬 農をテーマにしたモデル環境学習活動 森の学舎 

8
１日 川をテーマにした体験型環境学習 森の学舎 

竹林整備 妖精の森 

9 4・5 日 農をテーマにしたモデル環境学習活動「塩作り」 森の学舎 

10
2・3 日 農をテーマにしたモデル環境学習活動「パン釜づくり」 妖精の森 

23・24日 竹林の整備 森の学舎裏山

11
6･7 日 農をテーマにしたモデル環境学習活動「パン釜づくり」 森の学舎 

14 日 森をテーマにした体験型環境学習 森の学舎 

28 日 みやざき森づくりボランティア協議会「森シンポジウム」 ＪＡアズム

12
4･5 日 農をテーマにしたモデル環境学習活動「パン釜づくり」 森の学舎 

18・19日 竹林の整備 妖精の森 

1
18・19日
23 日

農をテーマにしたモデル環境学習活動 
「バター、酵母菌、麦粉づくり、パン焼き」 

森の学舎 

2 6･20日 森づくボランティア養成セミナー 森の学舎 

3
5･6 日 竹林の整備・椎茸原木づくり 森の学舎 

13 日 椎茸コマ打ち 森の学舎 

21 日 植樹 妖精の森 

みやざき森づくりボランティア協議
会加盟団体としての活動 
研修：間伐作業  ９月 19日・20日 

伐採した切り株をチャッ
ク。受け口・追い口・つる
がキチンとできているかを
全員で確認し伐採作業の問
題点を把握しました。 

宮崎県自然保護推進員
大会での事例発表 

10 月 18 日 

宮崎県主催の自然保護推進
員大会にて、横山理事長が、
子どもの森の活動の事例発
表をおこないました。 

森林環境税意見交換会
 

10月 3日 

森林環境税の理解促進のた
めの意見交換会がおこなわ
れ、森林環境税の支援によ
る森づくり活動の事例発表
をしました。 

門川町省エネルギー推
進委員会での活動発表 

10 月 15 日 

門川町で開催された省エネ
ルギー推進委員会におい
て、横山理事長が子どもの
森の活動の事例発表をおこ
ないました。 

協働商談会「まちセンで
まちコンしよう」に参加 

2010年 3月 6日 

延岡市民協働まちづくりセンターで
開催された、宮崎県北における協働の
地域づくりを進めるためのパートナ
ー探しに参加しました。宮崎県委託事
業：NPO 法人のべおか市民力市場 

みやざき森づくりボランティア協議
会加盟団体としての活動 
森づくりシンポジウム1月31日

「森・ひと・こころ」をテーマ
に、環境保護活動家の C．W．ニ
コルさんの講演、パネルディス
カッション（森を育てる人を育
てる）が開催されました。 

CANPAN からの取材 
企業の CSR 

12 月１日

日本財団経由で（株）ウィ
ル・シード（東京渋谷区）が寄
付をした団体の寄付金の使
い道や、団体の活動状況等
の取材がありました。 

 

春
の
草 

〝
き
れ
い
だ
ね
〟
よ
り 

 
 
 
 
 

食
べ
ら
れ
る 

 
 
 
 
 

森
さ
く
ぞ
う
心
の
俳
句 

春
に
な
る
と
何
故
か
日
頃
素
敵
に

見
え
る
草
花
も
お
い
し
そ
う
に
み
え

る
の
は
、
わ
た
し
だ
け
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
の
時
期
、
山
に
負
担
を
与
え
な
い

程
度
に
、
野
草
・
山
菜
を
お
裾
分
け
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
森
の

マ
ナ
ー
は
守
っ
て
自
然
の
恵
み
を
頂

き
ま
し
ょ
う
ね
。 

取   材 

・Ｗ＋ing 
宮崎県北の自然を知る 

・わぃ WaiTV（延岡ケーブル TV）
ＧＯＣＡＮの森下草刈り
川をたのしく親しもう 
森づくりボランティア養成セミナー
植樹＆春をたのしもう 

・夕刊デイリー新聞社 
川をたのしく親しもう 
森づくりボランティア養成セミナー

・宮崎日日新聞社 
森づくり事業見直しを 

ラジオ出演 
MRT ラジオ「バリッと朝！
～ボランティア・ワールド」

   2010 年 3 月 9 日
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イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン 
毎月 11 日のイオン・デーには、地域のボランティア団体などの

名前と活動内容を書いた投函ＢＯＸをお店に置いています。この日
は、お客さまがレジ精算時に受け取られた黄色いレシートを応援し
たい団体の投函ＢＯＸヘ入れていただくと、お買い上げ金額合計の
１％が地域ボランティア団体などに希望する品物で寄贈されます。
平成 21 年度子どもの森への寄贈額は、６０，２２６円でした。 

***** ありがとうございました ***** 

「連合愛のカンパ」 

連合宮崎横山会長から贈呈 




